
　この度は、文部科学大臣賞という栄誉を賜り、た

いへん光栄に存じます。

　私は過去に公営企業会計の予算をとりまとめる部

署に所属していたことがあり、財務諸表の作成も業

務の一環として行っていたのですが、簿記の学習を

したことがなかったため、財務諸表の意味合いやし

くみについて深い理解のないまま業務に取り組んで

いました。簿記を体系的に学習しておけば、より楽

しくより積極的に業務に取り組めただろうな、とい

う後悔を持ちつつも、月日が経ち現在の職場に異動

すると、今度は法人の決算書を見る機会が出てきま

した。そこで、今度こそは後悔のないようにと簿記

3級の学習を始めました。

　当講座は学習内容に沿った定期的なレポートの提

出があります。このレポートは、テキスト内容の確

認テストのようなもので、本試験の出題を具体的に

イメージしつつ、学習の進捗状況を確認しながら進

められました。また、わからない点は質問すると講

師の方から丁寧なアドバイスを受けられるため、安

心感を持って学習に取り組むことができました。

　学習方法において私が大事にしている点は、イン

プットとアウトプットのバランスやタイミングです。

私の場合、まずテキストを短くて区切りの良い章や

節ごとに読み、表面的な理解ができたら、就寝前に

サッと復習します。翌日、対応する練習問題を解き

理解の確認をしたら、曖昧だった部分をテキストで

再度復習します。間違えた問題や自信のない問題に

は印を付けておき、後日もう一度解くようにします。

そうして次の章を読み進める、といった流れの繰り

返しで学習を進めました。仕事の後の短時間でも可

能な限り毎日学習を続けることで、無事簿記 3級に

合格することができました。また、当講座で培った

3級の知識を元に同様の学習方法で簿記 2級にも合

格することができました。

　受講を終え、法人の決算書を見ると以前よりも読

み解く力が付いていることを実感でき、学習を続け

ていて本当に良かったと思いました。また、通信講

座での学習がきっかけとなり、現在は今後の様々な

業務や生活に活きるであろう複数の資格取得に向け

て自己啓発に取り組んでいます。

　結びに、添削、ご指導いただきました先生方をは

じめ、日本通信教育学園の皆様にはたいへんお世話

になりました。厚く御礼申し上げます。

受賞の言葉

自己啓発の大きなきっかけとなりました
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